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寄贈品コーナー　新着資料展－民俗・地質・天文分野－
5月 2日（土）～ 5月 31 日（日）

  2009 年はイタリアの科学者ガリレオ・ガリレイが初めて望遠鏡を夜空に向け、宇宙

への扉を開いた 1609 年から、400 年の節目の年です。国際連合、ユネスコ（国連教育
科学文化機関）、国際天文学連合は、この 2009 年を「世界天文年（International Year 
of Astronomy：略称 IYA）」と定めました。 
　世界中の人々が夜空を見上げ、宇宙の中の地球や人間の存在に思いを馳せ、自分な
りの発見をしてもらうこと。それが世界天文年の目的です。博物館でも、プラネタリ
ウム、夏期特別展、星を見る会などさまざまな行事で取り組んでいます。

　博物館では毎年、寄贈・採集などで新しい資料が収蔵されています。そして、年度初めに前年度に収蔵さ
れた新資料を新着資料展として展示しています。　新着資料展の第2弾は、昨年度の収集資料から民俗・地質・
天文分野を紹介します。

　民俗資料では、高浜台の岩﨑家から寄贈された
組紐（くみひも）製作用具一式があります。戦前
は須賀に製紐工場があり、たくさんの組子さんが
働いていました。工場は空襲で焼失しますが、そ
こで働いていた職人さんなどが戦後に独立し、5
軒の製紐加工所が開業されます。主な製品は着物
の帯締めと羽織紐で、正絹の高級品でした。その
他、金目川で使用されたモリや箱メガネなどの漁
具、根坂間の叶谷湧水池に祀られる左口神社の明
治 20 年幟などを展示します。
　地質分野では、今年、2月２日の未明に噴火し、
平塚まで飛来した浅間山火山灰と、茅ヶ崎沖にあ
る烏帽子岩の岩石資料を展示します。

▲　製紐のようす

春期特別展「わたしの植物図鑑～加藤あきさんのスケッチ帳より～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関連行事の様子

▲ 生きものの描き方教室（鳥）
（3月 29 日）

　手作りのパズルを使って、鳥の形と色
の説明をする神戸先生 ( 中央 )。

▼ 植物観察画講座（4月 11 日）
線の描き方の指導をする松本先生。

（中央）

生きものの描き方教室（鳥）には 12 人
の小中学生が、植物観察画講座には、
小学3年生から大人まで35人が参加し、
和気あいあいと絵の描き方を勉強しま
した。物をしっかりと観察しながら描
くのはなかなか根気のいることですが、
子どもたちの集中力の高さにどちらの
先生もびっくりされていました。鳥の
絵は 5月 6 日まで特別展示室廊下に展
示しています。
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